HOSOGI AESTHETIC DERMATOLOGY
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	HOSOGI aesthetic dermatology
	〝唇そのものを育てていく″
	しん

	「唇育」
	リップセラム
	「ヒト臍帯由来間葉系幹細胞培養上清液」高配合
	高知 初導入
	［全５色］各8ｍｌ　￥8,800（税込）
	エテルナムＤＲ　リップセラム
	医療機関専売品



	エテルナムＤＲ　リップセラム
	“唇そのものを育てていく”という新発想の「唇育」習慣。
	メイクで一時的に美しくなる「隠す」ものではなく、根本的に悩みを解決し「ありのままでも美しいこと」が求められる傾向に。 そこで再生医療でも注目をあびているヒト臍帯由来間葉系幹細胞培養上清液※の効果に着目し、唇を「育てる」という発想で美容成分も多数配合した贅沢な処方のリップセラムとなっております。
	※整肌成分
	Point
	Point
	Point


	デリケートな唇を徹底的に守る
	内側からハリを感じるふっくら唇へ
	全5色のカラーバリエーション
	成分やテクスチャーはそのまま、ケアをしながらメイクアップも楽しめる便利な5色のカラー展開。DRリップセラムは、定番のクリアと、エテルナムリップセラムの人気色2色、上品で落ち着いた印象の2色、全5色のラインナップです。クリアな仕上がりなので、肌になじみ、抜け感のあるテイストです。
	HOSOGI aesthetic dermatology

	ヒト臍帯由来間葉系幹細胞培養上清液について
	『間葉系幹細胞』とは
	『幹細胞培養上清液』とは

	『ヒト臍帯由来』の価値
	エテルナムＤＲ　リップセラム

	唇は顔の印象を変える
	しっとり、ふっくら、うるおいのある唇は、健康的で魅力的な好印象へと導きます。
	圧倒的なうるおい
	やわらか
	つや
	ふっくら

	乾燥による小じわを目立たなくする
	外的刺激から肌を保護し、健やかなコンディションに
	いきいきとした血色感のある唇に
	エテルナムＤＲ　リップセラム
	エテルナムＤＲ　リップセラム

	効果的な使用方法
	昼はカラー。夜はクリアで２色使いがおすすめ
	１日３回のご使用を推奨しております。
	特に乾燥が気になる時期はこまめに塗り重ねを。
	日中はお使いのリップの上から。
	夜はクリアをナイトケアとして。
	エテルナムＤＲ　リップセラム

	カラーバリエーション
	［全５色］各8ｍl　￥8,800（税込）
	クリア
	A001
	A002
	A003
	A004
	A005
	朝・昼・夜


	無着色で自然なツヤを与える
	イエベ ブルべ
	朝・昼

	鮮やかな発色で元気で若々しい印象へ
	イエベ
	イエベ
	朝・昼

	華やかで上品な印象へ
	ブルべ
	朝・昼

	落ちついたエレガントな印象へ
	ブルべ
	朝・昼

	深みのある発色で落ちついた印象へ
	イエベ



